
環境列石があった地点

約6000年前の土器が多く見つかった地点

約5000年前～約4500年前の土器が多く見つかった地点

赤色がこれまで発掘した部分

見つかった約6000年前の土器

おとし穴

馬の歯土器と鉄の刃物

立派なカマド

立派な煙突

今回の発掘調査は、工場建設に伴うものです。

近隣では、昭和 62年に都留市教育委員会による

発掘調査が行われました。当時の発掘調査では、

縄文時代の配石遺構などが見つかりましたが、

今回は明らかに縄文時代と分かる遺構は、まだ多

くは見つかっていません。それでも今から約 6000

年前～約 4500年前の土器が多数見つかっています。

見つかった土器の多くが西側に集中しており、環

状列石が見つかった地点に近いほど土器の分布が

濃厚でした。

　第１調査エリアでは、現在までに 24軒の竪穴住居が確認されています。奈良時代の

住居が多く 13軒、平安時代の住居は２軒、調査中が９軒です。住居のそばには掘立柱

建物も６棟並んでいます。他には縄文時代のおとし穴も見つかりました。

　竪穴住居には立派なカマドが残っていました。また、奈良時代・平安時代

の人が使っていた土器や刃物も見つかりました。なかでも馬の歯が見つかっ

たことはめずらしい発見です。

都留市 牛石遺跡現地説明会 第１調査エリア（第１面）
昭和測量株式会社 2026/3/20

縄文時代 奈良時代古墳時代 平安時代 鎌倉時代～

約
１
７
０
０
年
前

７
１
０
年

７
９
４
年

１
１
８
５
年

約
１
万
６
０
０
０
年
前

約
６
０
０
０
年
前

約
２
３
０
０
年
前

約
４
５
０
０
年
前

弥生時代

約
８
０
０
０
年
前

約
３
０
０
０
年
前

縄
文
時
代
の
始
ま
り

温
暖
化
が
進
み
、
食
べ
物
が

豊
か
に
な
り
人
口
が
増
え
る
。

第
一
調
査
エ
リ
ア
で
は
全
体
で
、

こ
の
時
代
の
土
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

第
一
調
査
エ
リ
ア
の
西
部
で
は
、

こ
の
時
代
の
土
器
が
多
く
出
土

し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
富
士
山
の
活
動
が

低
調
に
な
る

寒
冷
化
が
は
じ
ま
り
、
遺
跡
が

少
な
く
な
っ
て
く
る
富
士
山
の

大
規
模
な
噴
火
が
多
数
起
こ
る
。

噴
火
の
記
録
は
７
８
１
年
の
み

で
あ
る
が
、
万
葉
集
な
ど
を
見

る
と
常
に
煙
、
火
を
吹
い
て
い

た
時
期
。

今
回
の
調
査
で
、
十
数
軒
の

竪
穴
住
居
や
数
軒
の
倉
庫
と

み
ら
れ
る
建
物
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

数
軒
の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

牛
石
遺
跡
で
の
出
来
事

こ
の
頃
環
状
列
石
が
造
ら
れ
る

牛石遺跡年表

延
暦
の
噴
火
、
貞
観
の
噴
火
と

い
っ
た
大
規
模
な
噴
火
だ
け
で
な

く
、　

世
紀
ま
で
た
び
た
び
噴

火
が
起
き
る
。
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調査区西側

調査区東側

都留市 牛石遺跡 第２調査エリア 発掘調査速報
Pay attention to A, B, and C
 ～中世・近世・近代～

円形フラスコ状土坑（SK11）

北宋銭
皇宗通宝

（1039~1040 年鋳造）  

焼土が溜まっていた土坑（SK138）

たくさんの穴（土坑）
土地をよく利用してきた痕跡

重なってみつかる竪穴住居跡、

調査中のカマド跡　左脇から土師器甕出土竪穴住居跡（SI3） 遺物の出土状況

出土した石棒　長さは約１m。
敷石住居跡・石で囲った炉の跡（石囲炉）。後世の撹乱を受けていた。

たてあなじゅうきょあと

どこう

どこう

かんじょうれっせき

こうそうつうほう

ほくそうせん

弥生時代の住居跡（SI２)

環状列石との位置関係

～古代（奈良・平安時代）～

縄文人が並べた石、子孫繁栄や豊穣の祈願に用いられた石器

公益財団法人 山梨文化財研究所

牛石遺跡発掘調査 第 1回 現地説明会資料 20260320

B

A

C

B

B

C

C

A

３Dモデル

カマドの位置は北？東？

〔第２調査エリア：第１面における、これまでの調査成果〕
①　竪穴建物跡（住居跡）：弥生時代１軒、奈良・平安時代 23軒。調査区東側（上写真A）に集中しています。
②　土坑：弥生時代の円形土坑、中世～近代までの円形フラスコ状土坑・楕円形土坑（室 [ムロ］   ？）が、
　　　　　多数の耕作痕とともにみつかりました。
③　敷石住居・配石遺構：縄文時代中期後葉～後期頃の石棒が、第１面の一部から出土しました。

敷石住居跡

石棒
環状列石

3Dモデル

しそん  はんえい

しきいしじゅうきょあと いしがこみろ

せきぼう

は じ き か め

ほうじょう
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